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水 本 弘 文
終わりに
生を濃密に生きることを願って人間はよりよい生き方を求め、人生に意味を求めるが、それ
は必ずしも兵士や飛行士といった激烈な生活背景を必要とするわけではない。『ある人質への
手紙』に描かれた河畔のレストランでのひとときは、これといって変わったことがあるでもな
い日常のひとこまが、生きていることの幸せを感じさせるものになり得ることを教えている。
サン テグジュペリと友人のレオン・ウェルトはそこで食事をし、酒を飲み、川船の船員を呼
んで酒をおごり、ともに語らうのである。ウエイトレスは笑顔で給仕し、太陽は輝き、川面は
きらきら光り、風景は穏やかに彼方へ延び広がっている。サン テグジュペリが貴重な宝物を
箱から取り出すようにして語るこの情景は、様々なピースが寄り集まって一枚の絵になってい
るというよりは、全てが融け合って一体となったような、独特の安らぎに満ちている。感覚も
官能も精神もみんな嬉しがっているような河畔のこの幸せなひとときも、「サン テグジュペ
リの幸福」のひとつの姿なのである。
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使用テキスト
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